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大杉神社の神幸祭が９月19日に行われ、名物の海上渡御で
は、みこしが海になだれ込むと観衆から歓声が上がりました。
船上ではやしたてる虎舞に導かれて、みこしは海と陸で大暴
れ。男衆の担ぐ勇壮なみこしに秋の浜は沸き立ちました。
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歳
出
の
総
額
は
七
十
九
億
七
千
八

百
七
万
円
で
、
前
年
度
比
一
・
〇
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

項
目
別
に
見
る
と
最
も
多
く
支
出

さ
れ
た
の
が
民
生
費
で
十
六
億
九
千

二
百
六
十
五
万
円
（
前
年
度
比
三
・

八
％
増
）。
四
年
連
続
で
前
年
度
を

上
回
り
ま
し
た
。
主
な
使
い
道
と
し

て
は
児
童
福
祉
費
の
六
億
九
千
百
三

十
三
万
円
、
老
人
福
祉
費
三
億
八
千

百
三
十
七
万
円
が
あ
り
ま
す
。
次
に

自
主
財
源
は
全
体
の
21
％

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

入
総
額
は
八
十
一
億
二
千
七
百
九
十

三
万
円
、
前
年
度
比
一
・
八
％
の
増

で
し
た
。

性
質
別
に
見
る
と
、
町
が
独
自
に

確
保
し
た
自
主
財
源
（
町
税
・
分
担

金
・
負
担
金
な
ど
）
は
全
体
の
二

一
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

国
や
県
か
ら
配
分
さ
れ
た
お
金
や
町

債
（
町
が
資
金
調
達
の
た
め
政
府
や

銀
行
か
ら
借
り
た
お
金
）
な
ど
の
依

存
財
源
の
割
合
は
七
八
・
四
％
。
前

年
度
と
比
べ
る
と
二
・
四
ン
ト
ポ
イ

自
主
財

源
が
増
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

項
目
別
で
は
、
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
が
最
も
多
く
三
十
二
億
二
千
五

百
八
十
一
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
三

九
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
前

年
度
比
一
・
〇
％
減
。
四
年
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
民
生
費
が
ト
ッ
プ

平成１６年度町一般会計

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決

算
が
、
九
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ

う
な
事
業
に
使
わ
れ
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

決

算

人件費 22.3％�
消
費
的
経
費 

51・
２
％�

物件費 8.2％�

扶助費 9.5％�

補助費等 10.7％�

普通建設事業�
　　　　21.4％�

公債費 17.2％�

繰出金 9.7％�積立金など �
0.5％�

維持補修費 �
　　0.5％�

投
資
的
経
費�

そ
の
他
27・
４
％�

21・
４
％�

図� 性質別支出の割合

自�主�財�源�
21

存�

依�

財�
源�
78 4

町税�
10億976万円�
13.5％�

分担金・�
負担金など�
6億6,110万円�

8.1％�

地方交付税�
32億2,581万円�

39.7％�

　　町債�
12億�
1,300万円�
　14.9％�

　県支出金�
7億�
1,991万円�
　8.9％�

国庫支出金�
8億2,255万円�
10.1％�

地方譲与税�
　　　など�
  3億�
  8,796万円�
 　　4.8％�

歳入総額�
�

・�

・�

6
％�

％�

81億�
2,793万円�

民生費�
16億9,265万円�

21.2％�

土木費�
14億7,460万円�

18.5％�

公債費�
13億7,484万円�

17.2％�

総務費�
9億1,705万円�
11.5％�

農林水産業費�
7億7,728万円�

9.7％�

教育費�
6億1,600万円�

7.7％�

　衛生費�
4億�
9,660万円�
　　　6.2％�

消防費�
4億�
538万円�
　5.1％�

災害復旧費 379万円 0.1％�商工費 �
1億809万円 1.4％�

議会費 �
1億1,071万円 1.4％�

労働費 110万円 0.0％�

歳出総額�
79億�
7,807万円�

【３】

多
い
の
が
土
木
費
の
十
四
億
七
千
四

百
六
十
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
る
と

一
六
・
七
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
使
い
道
は
柳
沢
第
一
団
地
建
設

工
事
費
二
億
二
千
七
百
五
十
八
万
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
を
性
質
別
に
分

け
た
も
の
が
二
�
の
図
１
で
す
。

公
共
施
設
の
建
設
や
道
路
整
備
な

ど
に
使
わ
れ
た
投
資
的
経
費
の
割
合

は
二
一
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
・
〇
ン
ト
ポ
イ

減

少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
柳
沢

北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
費
の

減
額
や
消
防
屯
所
建
設
事
業
の
完
了

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

消
費
的
経
費
は
五
一
・
二
％
で
、

そ
の
う
ち
人
件
費
が
二
二
・
三
％
、

各
種
機
関
や
団
体
な
ど
へ
の
負
担
金
、

補
助
金
を
支
出
す
る
補
助
費
が
一

〇
・
七
％
、
未
就
学
児
の
福
祉
や
医
療

費
（
福
祉
的
要
素
の
強
い
も
の
）
に

充
て
る
扶
助
費
は
九
・
五
％
で
し
た
。

事
務
費
や
各
種
検
診
の
委
託
料
な
ど

に
充
て
る
物
件
費
が
八
・
二
％
、
公

債
費
は
一
七
・
二
％
で
、
前
年
度
に

比
べ
四
・
八
ン
ト
ポ
イ

増
加
し
ま
し
た
。

年
々
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
財
政

状
況
の
中
、
よ
り
一
層
の
経
常
経
費

（
人
件
費
や
物
件
費
な
ど
）
の
節
減

に
努
め
な
が
ら
、
今
日
の
複
雑
多
様

化
す
る
行
政
需
要
を
反
映
し
た
町
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
が
2.0
ン
ト

減
に

土 木 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

農林水産業費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

主な事業の決算額（単位：万円）

民 生 費

重度心身障害者医療費給付費4,916 身体障害
者支援費4,699 知的障害者支援費15,641 老
人福祉費38,137（老人保護措置委託料1,746、
町単独老人医療費給付費2,121） 児童福祉費
69,133（乳幼児妊産婦医療費給付費2,876、民
間保育所運営委託料24,811、小学校三学年修了
前特例給付金7,209）

道路新設改良費9,901（長林大浦線改良工事費
3,420、織笠外山線道路舗装工事費1,260） 土
地区画整理費57,629（柳沢北浜線整備工事費
11,365、区画道路整備工事費18,200、北浜関
谷線整備工事費4,792） 柳沢第１団地建設工事
費22,758

行政区長報酬1,864 定期路線バス運行委託料
1,364 広報やまだ印刷製本費816 国土調査費
1,033 参議院議員選挙費1,313

町債元金償還金116,218 町債利子償還金21,263

小・中学校パソコンリース料1,762 スクール
バス運行委託料1,169 海外研修旅行業務等委
託料385 総合運動公園整備工事費1,365

畜産振興費42,995（堆
たい

肥
ひ

センター建設工事費
39,900、堆肥センター用地取得費1,458） 林業
振興費1,956（岩手しいたけ王国基盤強化事業
補助金299、森林整備地域活動交付金400）
漁村緑地広場整備工事費2,232 水産振興費
1,810（水産グループ21補助金100、経営強化
対策事業整備借入金利子補給補助金515）

老人保健費4,891（循環器検診委託料2,013、胃ガ
ン検診委託料548） リサイクル資源回収事業報償
金715 浄化槽設置整備事業補助金606 宮古
地区広域行政組合（衛生関係）負担金28,278

宮古地区広域行政組合（消防関係）負担金36,046
非常勤消防費3,704 防火水槽築造工事費（荒川
地区）462

商工業振興費1,212 観光費2,340 自然公園施
設管理費747 旅行村管理費3,157

議員報酬5,399 議会だより発行241

特別会計は国民健康保険、老人保健、介護保険、簡
易水道事業、漁業集落排水処理事業、公共下水道事業、
土地取得事業の７会計です。
全会計の歳入総額は62億3,929万円、歳出は61億

7,534万円で、差し引き6,395万円が17年度に繰り越さ
れています。
各特別会計の主な支出は次のとおりです。

�国民健康保険　保険給付費16億788万円
�老人保健　医療給付費19億844万円
�介護保険　保険給付費11億5,821万円
�簡易水道事業　配水管布設工事費など3,119万円
�漁業集落排水処理事業　大沢地区下水管渠布設工事
費4,671万円　田の浜地区下水管渠布設工事費9,600
万円
�公共下水道事業　山田地区公共下水道施設用地取得
費１億1,370万円、船越地区下水道施設建設委託料
6,000万円
�土地取得事業　土地開発基金繰出金５万円

名　　　　称 歳　　　出歳　　　入

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

漁業集落排水処理事業

公 共 下 水 道 事 業

土 地 取 得 事 業

23億8,532万円

19億5,764万円

11億7,555万円

7,576万円

2億4,724万円

3億3,378万円

5万円

24億2,164万円

19億5,770万円

11億9,839万円

7,758万円

2億4,879万円

3億3,513万円

5万円

◆特別会計の決算額

大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場大沢地区に完成した川向漁村緑地広場 豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター豊間根・繋地区に建設された堆肥センター

特別会計の決算状況

たいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたいたい ひひひひひひひひひひひひひひひひひ

ポ
イ
ン
ト
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九
月
十
日
か
ら
行
わ
れ
た
第
六
十
回
国
民
体
育
大
会
「
晴
れ
の
国
お
か
や

ま
国
体
」（
岡
山
国
体
）
夏
季
大
会
の
セ
ー
リ
ン
グ
（
ヨ
ッ
ト
）
競
技
で
、

宮
古
高
校
の
福
舘
京
子
（
船
越
）・
東
知
英
（
織
笠
）
組
＝
と
も
に
三
年
＝

が
優
勝
。
ボ
ー
ト
競
技
で
山
田
高
校
の
佐
藤
翔
吾
（
山
田
）・
畠
山
勇
生

（
豊
間
根
）
組
＝
と
も
に
三
年
＝
が
４
位
に
入
賞
す
る
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

ヨット女子
Ｆ　Ｊ　級

福
舘
・
東
組（

）が
頂
点
に

ヨ
ッ
ト
競
技
は
、
瀬
戸
内
市

の
牛
窓
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
沖
で

行
わ
れ
、
少
年
女
子
Ｆ
Ｊ
級
に
は
、
全
国

か
ら
三
十
三
艇
が
出
場
。
五
回
戦
の
合
計

得
点
を
競
い
ま
し
た
。
一
回
戦
で
３
位
と

上
々
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
福
舘
京
子
・

東
知
英
組
は
、
二
回
戦
は
５
位
、
三
回
戦

を
２
位
と
安
定
し
た
成
績
で
ト
ッ
プ
に
立

ち
ま
し
た
。
四
回
戦
は
無
風
の
た
め
中
止

と
な
り
、
こ
の
時
点
で
２
位
の
香
川
に
三

点
差
。
最
終
戦
で
３
位
以
内
な
ら
ば
優
勝

が
決
ま
る
状
況
で
し
た
。

最
終
戦
は
香
川
が
第
一
マ
ー
ク
を
首
位

で
通
過
し
、
福
舘
・
東
組
は
６
位
。「
こ

の
ま
ま
で
は
香
川
に
追
い
つ
け
な
い
と

思
っ
た
の
で
、
３
位
に
入
る
た
め
慎
重
に

コ
ー
ス
を
選
び
、
風
を
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
最
終
戦
を
振
り
返
り
ま
す
。

福
舘
・
東
組
は
レ
ー
ス
終
盤
で
２
位
に
落

ち
た
香
川
を
追
い
上
げ
、
３
位
で
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
。
国
体
ヨ
ッ
ト
競
技
で
九
年
ぶ

り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

三
年
生
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
三
年

間
の
集
大
成
と
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
福
舘

さ
ん
は
「
最
後
ま
で
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
レ
ー
ス
で
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
粘
っ
て

勝
ち
取
っ
た
栄
冠
だ
け
に
と
て
も
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
。
平
成
十
一
年
の
岩
手
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
ソ
ロ
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
の
２
冠

メ
ン
バ
ー
の
姉
を
目
標
に
し
て
き
た
東
さ

ん
は
「
千
葉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
準
優
勝

だ
っ
た
の
で
、
高
校
最
後
の
大
会
で
全
国

制
覇
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
喜
び
の
声
を

寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
競
技
は
、
岡
山
市
の
百
間
川

ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
少
年
男
子
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
に
は
全
国
か
ら
二
十
二
ク

ル
ー
が
出
場
。
予
選
か
ら
順
当
に
勝
ち
進

ん
だ
佐
藤
翔
吾
・
畠
山
勇
生
組
は
、
上
位

監
督
や
Ｏ
Ｂ
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
こ

れ
た
」
と
感
謝
。
畠
山
君
は
「
一
戦
一
戦

が
記
憶
に
残
る
気
持
ち
の
い
い
レ
ー
ス

だ
っ
た
。
進
学
し
て
競
技
を
続
け
て
い
き

た
い
」と
今
後
の
活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

四
艇
で
争
う
決
勝
で
、
惜

し
く
も
４
着
で
ゴ
ー
ル
。

千
葉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
５

位
に
続
く
全
国
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

昨
年
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
３
位
に
入
賞
し
た
二
人
。

今
回
が
全
国
制
覇
を
目
指

し
て
臨
ん
だ
最
後
の
大
会

で
し
た
。
佐
藤
君
は
「
け

が
な
ど
で
練
習
で
き
な
い

時
期
も
あ
っ
た
が
、
納
得

の
い
く
レ
ー
ス
が
で
き
た
。

県中学校新人大会

相撲で荒川君が優勝
県中学校新人大

会の相撲競技・個
人1年の部で荒川
平君（山田中）が
優勝しました。
大会は9月3日、
県営武道館相撲場
で行われ、県内か
ら60人が出場。荒
川君は、身長167
㌢、体重110㌔の恵まれた体格を生かし、
予選トーナメントを得意の押し相撲で勝ち
上がり、6人で争われる決勝リーグに進出
しました。同リーグでも圧倒的な強さで、
5戦全勝。見事、県の頂点に立ちました。
荒川君は「1年生最後の大会で優勝できて
うれしいです。今年の東北総体では、1年
の部で3位だったので、来年は東北大会で
優勝目指して頑張ります」と来年の目標を
見据え、今日も練習に励みます。

宮
古高

ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル

佐
藤
・
畠
山
組（

）が
４
位

山
田高

荒 川 　 平
たいら

君
（山田中�年）

優勝を飾った東知
ち

英
え

さん（左）と福舘京
きょう

子
こ

さん

４位に入賞した佐藤翔
しょう

吾
ご

君（左）と畠山勇
ゆう

生
き

君
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「
海
が
と
て
も
き
れ
い

で
、
優
し
い
人
た
ち
。
山

田
に
来
れ
て
と
て
も
幸

せ
」
と
町
の
印
象
を
語
る

エ
レ
ン
さ
ん
。
八
月
四
日

か
ら
本
町
十
二
人
目
の
教

育
委
員
会
外
国
語
指
導
助

手
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て

い
ま
す
。「
山
田
の
生
徒

は
元
気
が
あ
っ
て
、
あ
い

さ
つ
も
し
っ
か
り
し
て
く

れ
ま
す
」
と
持
ち
前
の
明

る
さ
で
山
田
の
生
活
に
溶

け
込
ん
で
い
ま
す
。

大
学
で
は
日
本
語
・
英

の
魅
力
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本

料
理
が
大
好
き
で
、
山
田
の
す
し
が

お
気
に
入
り
。
で
も
納
豆
だ
け
は
…
。

趣
味
は
映
画
鑑
賞
と
漫
画
を
読
む

こ
と
。
そ
し
て
山
田
に
来
て
始
め
た

剣
道
。「
初
め
は
気
合
の
声
を
出
す

の
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
と
て

も
楽
し
い
。
早
く
防
具
を
つ
け
て
練

習
し
た
い
」
と
日
本
の
文
化
に
つ
い

て
学
ぼ
う
と
意
欲
満
々
で
す
。

抱
負
に
つ
い
て
は
「
山
田
町
と
オ

ラ
ン
ダ
の
交
流
推
進
の
た
め
、
各
種

事
業
で
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
島
で
海
水

浴
を
し
た
り
、
山
田

の
秋
祭
り
を
見
た
り

と
、
す
っ
か
り
山
田

語
学
科
を
専
攻
。
日
本
滞
在
の
経
験

も
豊
富
で
、
日
本
で
英
語
の
教
師
に

な
る
の
が
夢
。「
山
田
の
生
徒
に
は

英
語
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日

本
の
文
化
の
違
い
を
教
え
た
い
」
と

流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
話
し
ま
す
。

出
身
地
は
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ュ
ー
ネ

村
。「
酪
農
が
盛
ん
で
、
と
て
も
静

か
な
小
さ
な
村
で
す
。
自
然
が
い
っ

ぱ
い
な
の
は
山
田
と
似
て
い
ま
す
が
、

山
田
は
山
が
多
く
て
ビ
ッ
ク
リ
。
で

も
一
番
驚
い
た
の
は
熊
が
出
る
こ

と
」
と
山
田
に
来
て
驚
い
た
の
は
、

防
災
行
政
無
線
で
の「
熊
出
没
」の
放

送
だ
と
か
…
。
山
田
に
着
い
て
早
々
、

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
懸
け
橋
に

本町１２人目の教育委員会外国語指導助手

ELLEN VAN DAM
エレン・バン・ダム

さん（オランダ出身・24歳）

場登民町
105

山
田
町
国
際
交
流
協
会
（
濱
登
長

一
郎
理
事
長
・
会
員
三
十
七
人
）
が

県
宮
古
地
方
振
興
局
か
ら
、
本
町
で

第
一
号
と
な
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）の
認
証
を
受
け
ま

し
た
。
同
振
興
局
内
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
設
立
は
十
三
団
体
目
と
な
り
ま
す
。

交
付
式
は
九
月
二
十
一
日
、
同
振

興
局
局
長
室
で
行
わ
れ
、
同
法
人
の

濱
登
理
事
長
、
千
代
川
泰
久
副
理
事

長
、
清
水
誠
勝
理
事
兼
事
務
局
長
、

湊
雅
義
監
事
が
出
席
。
山
瀬
宗
光
振

興
局
長
か
ら
濱
登
理
事
長
に
認
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
は
、
平
成
八
年
に
任
意
団

体
の
国
際
交
流
倶
楽
部
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
翌
年
、
全
町
的
な
団
体

と
し
て
国
際
交
流
推
進
の
中
核
的
役

割
を
果
た
す
た
め
同
倶
楽
部
を
解
消

し
、
現
在
の
協
会
を
設
立
。
国
際
理

解
講
座
や
中
国
語
、
英
会
話
教
室
、

国
際
支
援
バ
ザ
ー
の
開
催
な
ど
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
認
証
を
受

け
て
法
人
格
を
持
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

社
会
的
に
責
任
あ
る
団
体
と
し
て
信

用
性
を
高
め
、
さ
ら
に
活
動
を
充
実

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

濱
登
理
事
長
は
「
水
産
加
工
研
修

生
や
縫
製
工
場
で
働
く
中
国
人
な
ど
、

町
内
に
居
住
す
る
外
国
人
へ
の
支
援

を
は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
を

推
進
す
る
山
田
町
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

国
際
化
の
町
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 山瀬宗光局長（左）から認証書を受け取る濱登長一郎理事長

国際交流協会がＮＰＯに

本町で第１号の認証受ける
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さくらたりょうすけくん
（山田幼稚園・６歳）

町
立
船
越
保
育
園
創
立
五
十
周
年

記
念
大
運
動
会
が
九
月
十
一
日
、
盛

大
に
行
わ
れ
、
わ
た
し
も
選
挙
の
投

票
後
、
そ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
。
園
庭
い
っ
ぱ
い

に
張
ら
れ
た
飾
り
付
け
が
華
や
か
で
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
多
数
の
観
衆
に

び
っ
く
り
し
、
気
を
良
く
し
た
。

余
韻
残
る
保
育
園
の
運
動
会

【７】 【６】

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

菊
地
克
己（
64

）

中
ト
ト
ロ（
13
）

Ａ
Ｋ
Ｉ（
？
）

ル
ル
わ
ん
コ
さ
ん（
10

）

坂
本
香
純（
10
）

憂
依（
９
）

坊
や
だ
か
ら
さ
。（
15

）

新
渡
戸
亜
耶（
10

）

別
流
那
涅
圖（
16

）

福
士
結
衣（
８
）

お
の
は
る
な（
７
）

綾
瀬
光
輝（
13

）

Ｖ
５（
18
）

沼
崎
久
依（
４
）

キララ（？）

創
立
以
来
五
十
年
と
一
口
に
言
っ

て
も
、
そ
の
過
程
に
は
時
節
柄
、
苦

難
な
道
を
た
ど
っ
た
時
代
が
あ
っ
た

こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
園

児
の
成
長
の
原
点
と
も
い
え
る
保
育

園
の
重
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

幼
児
を
預
か
る
職
員
の
方
々
の
献
身

さ
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
が
す
る
。

ま
た
、
あ
の
日
の
開
会
を
祝
し
て
数

百
羽
の
ハ
ト
が
見
事
に
大
空
め
が
け

て
放
た
れ
、
か
つ
て
な
い
試
み
に
観

衆
の
拍
手
が
い
つ
ま
で
も
止
ま
な

か
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
種
目
の
地
元

伝
統
の
山
の
内
剣
舞
、
湾
台
虎
舞
に

続
い
て
山
田
大
神
楽
を
再
現
し
て
園

児
が
舞
っ
た
の
を
目
に
し
て
、
観
衆

の
拍
手
が
い
つ
ま
で
も
絶
え
な
く
、

つ
い
目
頭
を
熱
く
し
た
。
あ
の
に
ぎ

わ
い
だ
囃
子

は
や
し

の
余
韻
が
今
で
も
鮮
明

に
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
80
歳
）

初
秋
の
候
、
人
間
が
生
活
す
る
上

で
大
切
な
こ
と
は
水
、
空
気
、
食
物

と
い
わ
れ
、
長
生
き
す
る
な
ら
環
境

の
良
い
地
域
に
住
む
こ
と
と
医
学
博

士
中
原
秀
臣
氏
が
言
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
山
田
町
の

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
わ
た
し
が
古

里
を
語
る
の
に
欠
か
せ
な
い
の
は
大

島
で
す
。
表
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
、

裏
に
回
れ
ば
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
の

海
の
色
。
い
ま
だ
に
目
に
焼
き
付
い

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の

場
で
感
じ
た
こ
と
は
、
大
神
楽
保
存

会
の
後
継
者
が
先
人
の
指
導
を
よ
く

理
解
し
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
山

田
の
郷
土
芸
能
も
こ
れ
で
安
泰
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

お
祭
り
と
い
え
ば
、
わ
た
し
は
初

め
て
江
戸
三
大
祭
の
一
つ
、
深
川
水

掛
け
神
輿
の
責
任
者
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
の
こ
ろ
み
こ

し
の
魂
入
れ
を
見
た
く
て
興
味
を

て
離
れ
ま
せ
ん
。
次
に

お
祭
り
。
特
に
山
田
大

神
楽
の
皆
さ
ん
に
は
、

山
田
を
代
表
し
て
六
月

の
「
ふ
る
里
山
田
同
郷

の
会
」
に
華
を
添
え
て

い
た
だ
き
、
会
員
一
同
、

ふる里山田同郷の会会長代行
東京都江東区

佐々木道
みち

義
よし

さん（61歳）
〔八幡町出身〕

持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
年
で
よ

う
や
く
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
寄
付
集
め
か
ら
神
酒
所
、
お
仮

屋
設
営
ま
で
す
べ
て
町
会
の
協
力
の

も
と
に
進
み
、
神
聖
な
気
持
ち
で
御

魂
入
れ
式
を
し
、
連
合
渡
行
と
町
内

巡
行
す
る
の
に
町
民
の
安
全
と
商
売

繁
盛
を
祈
願
し
ま
し
た
。
山
田
の
神

輿
を
思
い
出
し
な
が
ら
挙
行
で
き
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
山
田
の
お
祭
り
に
お
い
て

も
老
若
男
女
一
体
に
な
り
、
祭
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
活
動
か
ら
さ
ら

に
山
田
町
へ
、
町
の
発
展
の
た
め
寄

与
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
十
月
二
十
三
日
の
町
村
合
併

五
十
周
年
記
念
式
典
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な
暑
さ
だ
っ
た
が
、
汗
ば
み
な
が
ら

も
Ｓ
さ
ん
へ
の
「
ゆ
い
」
と
思
え
ば
、

心
が
和
ら
ぐ
。
付
き
合
い
は
一
時
的

な
濃
さ
で
だ
め
と
常
々
感
じ
て
い
る
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
70
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

老
妻
も
我
が
目
と
な
り
て
六
十
年

眼
鏡
を
替
え
て
小
さ
き
文
字
読
む

菊
地
孝
進
（
船
越
・
？
歳
）

悩
み
内
秘
め
ず
良
き
友
に

相
談
し
て
み
れ
ば
心
晴
れ
や
か
に

匿
名
希
望
（
織
笠
・
33
歳
）

に
ぎ
や
か
に

花
の
匂
い
を
お
い
て
い
く

愛
し
き
孫
と
愛
し
き
嫁

福
士
順
子
（
八
幡
町
・
67
歳
）

人
と
太
陽
の
光
を
あ
び
て

実
り
し
稲
穂

秋
風
に
ゆ
ら
れ
て
稲
穂
の
波

豊
間
根
マ
ツ
（
石
峠
・
？
歳
）

道
端
の
真
赤
に
咲
い
た
サ
ル
ビ
ア
の

花
の
呼
び
か
け
安
全
運
転

松
�
�
雄
（
船
越
・
？
歳
）

御
所
湖
畔

萩
咲
き
満
ち
て
ほ
ろ
ほ
ろ
と

風
の
渉
る
さ
紅
零
す

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
84
歳
）

流
れ
る
雲
も
西
か
ら
東

日
毎
に
し
み
る
秋
の
風

港
祭
り
も
盛
り
を
終
え
て

明
日
の
出
船
は
南
へ
北
へ

世
に
も
知
ら
れ
る
三
陸
漁
場

戻
り
の
漁
に
望
み
を
託
し

日
差
し
も
西
に
傾
く
こ
ろ
は

海
の
男
は
大
海
原
に

し
ぶ
き
を
浴
び
て
夜
明
け
ま
で

イ
カ
と
サ
ン
マ
の
船
は
行
く

岡
市
健
吾
（
飯
岡
・
？
歳
）

君
は
一
人
じ
ゃ
な
い
よ

足
元
を
見
て
ご
ら
ん

自
分
に
と
っ
て
大
切
な
人
は

一
番
そ
ば
に
い
る
は
ず
だ
か
ら
…

ど
う
し
よ
う
も
な
く
寂
し
く
て

ど
う
し
よ
う
も
な
く

孤
独
に
な
っ
て
も

そ
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
で

そ
し
て
今
は
そ
ば
に
い
な
く
て
も

遠
く
か
ら
見
守
っ
て
る

大
切
な
人
を
忘
れ
な
い
で

風
の
踊
り
子
（
長
崎
・
21
歳
）

た
。
三
人
で
あ
ぜ
ん
と
し
た
。
俺お

れ

は

ど
う
か
な
と
「
〇
〇
ち
ゃ
ん
の
母
さ

ん
俺
だ
ー
よ
」
と
言
っ
た
ら
、
手
拍

子
を
と
り
、「
も
も
た
ろ
う
」
を
替

え
歌
で
「
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と

う
」
と
歌
い
出
し
た
。
あ
ら
い
言
葉

も
な
く
、
偶
然
と
は
思
い
つ
つ
も
胸

が
熱
く
な
り
心
を
通
わ
せ
た
。「
ひ

と
山
越
え
て
も
旅
で
あ
る
」
と
母
の

言
っ
た
言
葉
を
忘
れ
な
い
。
Ｓ
さ
ん

の
家
は
息
抜
き
の
場
で
あ
っ
た
。
時

も
流
れ
て
Ｓ
さ
ん
は
施
設
暮
ら
し
の

身
に
な
り
、
家
は
留
守
居
に
な
り
寂

れ
た
。
わ
た
し
の
や
れ
る
こ
と
は
、

茶
飯
事
で
あ
る
出
回
っ
て
家
の
周
り

の
草
取
り
し
か
な
い
。
今
夏
は
異
常

付
き
合
い
は「
ゆ
い
」の
心
で

Ｓ
さ
ん
は
六
年
前
か
ら
町
内
の
施

設
に
入
所
し
て
い
る
。
娘
た
ち
と
は

一
年
ぶ
り
の
再
会
で
喜
び
合
う
は
ず

な
の
に
、
娘
た
ち
を
忘
れ
て
し
ま
っ

む
す
め

わ
た

く
れ
な
い

こ
ぼ

ひ

ご
と

さ
か

お
お
う
な
ば
ら

国
立
公
園
の
自
然
環
境
の
保
全
に

功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
船
越
小
学

校
（
英
聰
子
校
長
・
児
童
二
二
二
人
）

に
環
境
省
自
然
環
境
局
長
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
昭
和
四
十
年
か
ら
親
子

清
掃
活
動
と
し
て
年
二
回
、
学
区
内

の
四
カ
所
の
海
岸
を
清
掃
。
児
童
の

み
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住

民
に
も
環
境
保
全
の
輪
を
広
げ
る
な

ど
、
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
活
動
が

高
く
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
の
贈
呈
は
九
月
二
十
五
日
、

宮
古
市
で
開
か
れ
た
陸
中
海
岸
国
立

公
園
指
定
五
十
周
年
記
念
式
典
（
陸

中
海
岸
国
立
公
園
協
会
主
催
）
の
席

上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
英
校
長
は「
感

謝
状
を
頂
き
こ
の
活
動
の
重
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
今
後
も
清
掃
活

動
を
通
し
て
、
身
近
な
自
然
環
境
を

大
切
に
す
る
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
本
町
か
ら
は
自
然
公

園
保
護
管
理
員
の
鳥
居
貞
男
さ
ん

（
大
沢
・
七
七

）が
、
同
国
立
公
園
協
会

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

船
越
小
学
校
に
贈
ら
れ
る

感謝状を手にする船越小学校の英
はなぶさ

聰
とし

子
こ

校長（右）、
吉田航

こう

児童会長（中）、花坂惣
そう

二
じ

ＰＴＡ会長



【８】

九
月
一
日
に
改
正
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
な
ど
を
柱
と
す
る
新
た

な
農
地
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
、
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
が
主
な
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
で
農
業
委
員
会
の
指
導

を
受
け
た
後
も
耕
作
さ
れ
な
い
農
地

は
「
特
定
遊
休
農
地
」
と
な
る
場
合

が
あ
り
、
特
定
遊
休
農
地
の
所
有
者

は
町
に
利
用
計
画
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
出
が
さ

れ
な
い
場
合
は
、
所
有
者
に
対
し
て

十
万
円
以
下
の
過
料
を
課
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

11月15日まで秋の農作業安全月間

初心とゆとりで事故防ごう
「慣れとあせりが事故のもと　初心とゆとり　農
作業」をスローガンに、11月15日まで秋の農作業安
全月間が展開されています。
秋の農繁期は夕暮れになるのが早く、気持ちの焦

りなどから農作業事故の危険性が高くなる時期です。
農作業事故を防ぐため�夕暮れ時に道路を走行す

るときは夜行反射材を取り付ける�コンバインにワ
ラが詰まったときはエンジンを停止してから取り除
く�家族が誰でもエンジンを停止できるように、日
ごろから機械のスイッチの場所を覚えておく�一人
での作業は避け、家族に作業場所と帰宅時刻を知ら
せておく�トラクターには安全フレーム、運転者に
はヘルメットを装着させる�傾斜がきついなど危険
な場所は草刈りをきちんと行う�農業機械が転倒し
たり、機械から転落したりしないよう慎重に運転す
る――ことを心掛け、安全な農作業に努めましょう。
◆問い合わせ　役場産業振興課農業担当（�82－
3111内線235）へどうぞ。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

遊
休
農
地
解
消
に
活
動
の
成
果

八
月
二
十
六
日
、
町
農
業
委
員
会

で
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
農
地
の
荒

廃
や
違
反
転
用
を
防
ぎ
、
優
良
な
農

地
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
農
業
委

員
十
四
人
と
事
務
局
職
員
二
人
が
町

内
全
域
を
巡
回
し
ま
し
た
。
ま
た
、

九
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
は
地
区
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
各
地
区
ご
と

の
細
か
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
町
全
体
と
し
て
は

遊
休
状
態
の
農
地
が
目
立
ち
、
中
に

は
長
年
放
置
さ
れ
、
周
囲
の
農
地
に

影
響
が
出
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
昨
年
か
ら

農
家
訪
問
な
ど
積
極
的
に
遊
休
農
地

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
き
た
荒
川
地

区
で
は
水
田
と
し
て
三
・
二
�
が
よ

み
が
え
り
、
本
来
の
素
晴
ら
し
い
景

観
を
取
り
戻
す
な
ど
、
活
動
の
成
果

も
現
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。

遊
休
地
の
解
消
を
強
化

転
用
に
は
許
可
が
必
要

農
地
を
住
宅
や
資
材
置
き
場
な
ど

農
地
以
外
の
用
地
に
す
る
「
農
地
転

用
」
を
行
う
場
合
に
は
、
県
知
事
ま

た
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
売
買

な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
農
業
委
員

会
ま
た
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
。
違
反
者
に
は
原
状
回
復
な
ど
の

命
令
や
厳
し
い
罰
則
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
町
農
業
委
員
会
事

務
局
（
�
８
２
│
３
１
１
１
内
線

２
３
９
）
へ
ど
う
ぞ
。

８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子８月26日に行われた農地パトロールの様子



9月4日、町総合防災訓練が行われ、万が一の災害に
備えた各種訓練が繰り広げられました。町民の皆さんを
対象とした津波避難訓練では、町内全体で2,195人が避
難しました。役場に設置された町災害対策本部では図上
訓練が行われ、地震発生後に次々寄せられる土砂崩れや
断水情報などに本番さながらに対処。織笠河川敷公園で
は、町消防団による倒木倒壊家屋撤去訓練や、大沢婦人
防火クラブによる初期消火訓練などが行われました。

9月25日、喜寿を祝う会が町中央公民館を会場に開か
れました。同会は、これまで75歳以上の方を対象に各地
区ごとに行われていた敬老会を見直し、77歳の方を対象
に全地区合同で実施することとしたものです。会場には招
待者213人中92人が出席し、共に長寿を祝い合いました。
アトラクションとして保育園の園児や婦人団体協議会な
どによる演奏や踊りが披露され、参加した皆さんは心温
まる催し物に惜しみない拍手を送っていました。

細川流舞踊から町に善意

福祉の向上にと１０万円寄付

「喜寿を祝う会」に92人

心温まる踊りに大きな拍手

町総合防災訓練を実施

高台などへ２,１９５人が避難

今月の題字

中 島 秀 人 君
（大浦小6年）

ひで と

【９】

9月9日、新舞踊の細川流舞踊（家元・細川艶
えん

奨
しょう

柳
りゅう

さ
ん）が町に10万円を寄付しました。8月28日に町中央公
民館で開催した福祉基金チャリティーショー細川流舞踊
発表会の益金を贈ったもので、贈呈式には細川家元ら5
人が役場を訪問。沼崎喜一町長に寄付金を手渡しました。
これに対し沼崎町長は「町の福祉向上のため大切に使わ
せていただきます」とお礼を述べました。なお、同会か
ら山田町社会福祉協議会にも10万円が寄付されています。



【１０】

先
月
十
八
日
、
岩
手
県
公
立

学
校
退
職
校
長
会
研
修
大
会
が

本
町
で
開
か
れ
、
県
内
各
地
か

ら
百
九
十
人
も
の
退
職
校
長
の

皆
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
毎
年
県
内
各
地
を

持
ち
回
り
で
開
か
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
町
内
の
退
職
校
長

の
皆
さ
ん
が
少
な
い
メ
ン
バ
ー

に
も
関
わ
ら
ず
、
一
年
以
上
も

前
か
ら
全
力
で
準
備
し
て
き
た

も
の
で
し
た
。
山
田
の
一
番
良

い
時
期
に
設
定
し
た
い
と
し
て

選
ん
だ
の
が
山
田
祭
り
の
日
。

研
修
会
終
了
後
の
会
場
で
は
虎

舞
の
披
露
、
翌
日
は
み
こ
し
の

海
上
渡
御
を
ご
覧
に
な
り
観
光

船
で
湾
内
周
遊
、
オ
ラ
ン
ダ
島

で
の
昼
食
、
岸
壁
に
上
陸
し
た

時
に
は
八
木
節
の
歓
迎
と
至
れ

り
尽
く
せ
り
の
も
て
な
し
に
感

動
し
き
り
の
様
子
で
し
た
。

大
会
に
参
加
さ
れ
久
し
ぶ
り

に
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
い
た

先
生
か
ら
、
す
ぐ
に
感
謝
の
は
が

き
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

企
画
を
通
じ
山
田
町
の
フ
ァ
ン

が
増
え
た
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

女性セミナーで
地元学講座を開催

やまだまち女性セミナーでは、
「地元学から見る地域づくり」
をテーマに地元学講座を開催し
ます。
�期日（全２回） 10月19日（水）、
11月21日（月）
�時間　午後１時半～３時半
�場所　町中央公民館小ホール
�講師　広田純一さん（岩手大
学教授）
�問い合わせ　町教育委員会事
務局社会教育担当（内線623）
へどうぞ。

生活習慣病予防の
講演会行われます

「見直そう生活習慣」をテー
マに、生活習慣病予防講演会が
開催されます。
�日時　10月14日（金）

午後１時半～３時
�場所　保健センター
�講師　小野田敏行さん（岩手
医科大学医師）
�問い合わせ　町保健福祉課保
健指導担当（内線165）へ。

はまなす学園祭に
皆さんのご来場を

はまなす学園の学園祭が開催
されます。
�日時　10月９日（日）

午前9時半～午後1時半
�場所　はまなす学園
�内容　利用者の作品販売、屋
台村、ステージショーなど
�問い合わせ　はまなす学園
（�84－3231）へどうぞ。

10月１日付で町
職員の人事異動

◆企画財政課 �主事（地域整
備課同）佐々木義之◆税務会計
課 �主任（水道事業所同）柏谷
訓正�主任（企画財政課主事）道
又聡◆産業振興課 主任（住民
生活課同）阿部敏紀◆住民生活
課 �主任（産業振興課同）木
村庸助�主任（税務会計課同）
佐々木満◆保健福祉課 課長補
佐・高齢者福祉チームリーダー
（同課課長補佐・保健チームリー
ダー）昆幸利�課長補佐・保健
チームリーダー（鯨と海の科学
館館長）佐藤正彦◆地域整備課
主任（税務会計課同）白土靖行◆
水道事業所 主事（住民生活課
同）道又城◆教育委員会事務局
教育次長補佐・社会教育チーム
リーダー（保健福祉課課長補佐）
菊地光明◆図書館 館長（教育
委員会事務局教育次長補佐）糠
盛唱五◆鯨と海の科学館 館長
兼務（中央公民館館長）阿部哲雄

国土交通省で町内
現地調査行います

国土交通省では、「都市再生
街区基本調査」の実施に伴い、
現地調査を行います。
�期間　10月～来年３月末
�対象区域　山田の一部、北浜
町の一部、後楽町の一部、中
央町全域、八幡町全域、川向
町全域、境田町の一部、長崎
の一部、飯岡の一部
�作業内容　公共基準点や官民
境界杭などの状況調査
※作業員は国土交通省発行の身
分証明書を携帯しています。
�問い合わせ　役場企画財政課
国土調査担当（内線435）へ。

後期のジュニア
陸上教室が開講

本年度後期の山田ジュニア陸
上教室が開講されます。参加希
望の方は、直接会場へお越しく
ださい。
�日程　10月８日、15日、22日
※11月以降の日程はお便りなど
でお知らせします。
�時間　午前９時半～11時
�場所　町民グラウンド陸上競
技場（雨天時は山田南小学校
体育館）
�持参する物　タオル、飲み物
（雨天時は室内用シューズ）
※本年度初めて参加する人は、
保険料500円が必要です。
�問い合わせ　山田ジュニア陸
上教室事務局（�戸浩�090－
9744－8925）へどうぞ。

９月６日から
開かれた町議会
定例会で、固定
資産評価審査委
員会委員に貫洞
征功さん（61）＝
飯岡＝と昆裕司
さん（56）＝織笠
＝を再任するこ
とが同意されま
した。任期は10
月９日から向こ
う３年間です。
固定資産評価

審査委員会委員
は、固定資産課税台帳に登
録された価格について、納
税者から不服の申し立てが
あった場合に価格が正しい
かどうかを審査し、決定す
ることを任務とします。

【略歴】昭和42年東洋大学卒。
50年貫洞征功司法書士・行政
書士事務所を開設。

貫
洞
征せ

い

功こ
う

さ
ん

【略歴】昭和46年明治大学卒。
58年昆裕司司法書士事務所を
開設。平成16年盛岡家庭裁判
所宮古支部調停委員、宮古簡
易裁判所調停委員。

昆
　
裕ゆ

う

司じ

さ
ん

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

貫
洞
さ
ん
と
昆
さ
ん
を
再
任

オータムジャンボ宝くじ
が販売されています。この
収益金はまちづくりや環境
対策、高齢化対策など福祉
向上のために使われています。
�販売期限　10月11日（火）
�抽せん日　10月14日（金）

オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売
オータムジャンボ宝くじ
１０月１１日まで販売

入院の際の食事代
減額制度ご利用を

国保に加入している方が入院
したときには、診療や薬などに
かかる費用とは別に食事代の一
部（１日当たり780円）が自己
負担となっています。
下記に該当する方は、入院時

に申請をすることにより、食事
代の自己負担額を１日当たり
650円に引き下げることができ
ます。どうぞご利用ください。
�対象　国保に加入している世
帯全員が町民税非課税の人
�持参する物　国民健康保険保
険証、印鑑
�申請先・問い合わせ　役場住
民生活課国民健康保険担当
（内線124）へどうぞ。

障害者の生活支援
巡回相談行います

障害者生活支援巡回相談が行
われます。障害がある方で仕事
を探している方や、日常生活で
困っている方の相談に応じます。
どうぞご利用ください。
�日時　10月12日（水）

午後１時半～３時半
�場所　町保健センター
�申込先・問い合わせ　役場保
健福祉課厚生援護担当（内線
132）へどうぞ。

お詫びと訂正

９月15日号の１㌻「町小学校
水泳記録会」の記事中、100㍍
背泳ぎ６年の第１位の選手は竹
内航平くん（織小）で、記録は
１分57秒５の誤りでした。深く
お詫び申し上げ、訂正致します。

まちで出会ったかわいい笑顔

高齢者向けの町営
住宅入居者を募集

町では、町営住宅の入居者を
募集します。
�募集人数　１人
�募集団地　柳沢第１団地Ｂ棟
�住宅種別　高齢者世話付き住
宅（１日に１度、生活援助員が
安否の確認に伺います）
�家賃　21,000円～46,200円
�申込資格　60歳以上単身で自
立して生活ができ、所得が一
定以下の人（町税の滞納がな
いことも条件となります）
�申込期間　10月３日～７日
※期間中に申し込みがない場合
は、随時受け付けします。
�申込先・問い合わせ　役場地
域整備課住宅担当（内線251）
へどうぞ。

インフルエンザ
接種料金を助成

町では、65歳以上でインフル
エンザ予防接種を受ける方を対
象に、接種料金の一部を助成
（上限1,500円）しています。希
望する方は直接医療機関にお申
し込みください。
�接種医療機関　県立山田病院、
井上医院、近藤医院、後藤医
院、熊谷医院、うらべ内科ク
リニック
�予防接種料金　3,000円
�持参する物　老人健康手帳ま
たは健康手帳
�申込期限　各医療機関の12月
の最終営業日まで
※町外の医療機関で接種を受け
る場合は、役場保健福祉課へ
ご相談ください。
�問い合わせ　役場保健福祉課
健康管理担当（内線161）へ。

【１１】

��月の町長面談日
�日時　10月14日（金）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

行政相談あります
�日時　10月20日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

チャリティーコン
サート開かれます

山田中学校吹奏楽部による
チャリティーコンサートが開催
されます。入場無料ですので、
どうぞご来場ください。
�日時　10月９日（日）

午後２時半～
�場所　町中央公民館
※当日は、会場で募金活動もあ
わせて行います。
�問い合わせ　山田中学校（�
82－2611）へどうぞ。

芸術祭の舞台部門
30日に行われます

町民芸術祭の舞台部門「民謡
と踊りの集い」が開催されます。
�日時　10月30日（日）

午後１時～
�場所　町中央公民館
�入場料　500円
�入場券販売開始日　10月７日
�入場券取扱所　町中央公民館、
役場各支所
�問い合わせ　町教育委員会事
務局文化担当（内線624）へ。

秘境船越半島巡り
皆さんのご参加を

「秘境船越半島巡り」が開催
されます。多数の参加をお待ち
しています。
�日時　10月16日（日）

午前９時～正午
�集合場所　山田漁港観光船乗
り場（午前９時集合）
�航路　山田湾からオランダ島、
明神崎､赤平金剛､大釜崎､タ
ブの大島、船越湾を巡ります。
�参加料　高校生以上…1,000
円　中学生以下…500円（４
歳以下は無料）
※中学生以下は保護者が同伴し
てください。
�定員　200人
�申込期限　10月11日
�申込先・問い合わせ　山田の
魅力発信実行委員会（山田町
商工会内�82－2515）へ。

�平成16年度町一般会計決算の
歳出で最も多く支出されたの
は○○費？
�民生　�衛生　�教育

�本町12人目の外国語指導助手
エレンさんが山田に来てから
始めたという趣味は？
�剣道　�柔道　�合気道

�９月25日に行われた「喜寿を
祝う会」の参加人数は何人？
�62人　�92人　�212人

�今月の「一歳になりました」
に登場している赤ちゃん11人
のうち、女の子は何人？
�７人　�８人　�９人

【応募方法】 はがきに①クイ
ズの答え②住所③氏名④年齢を
明記の上、ご応募ください。全
問正解者の中から抽選で10人に
500円の図書カードをプレゼン
ト。応募は一人１通です。
【応募先】 〒028－1392（住所
記載不要）山田町役場広報クイ
ズ係
【締め切り】 10月20日（当日消
印有効）
☆前回の正解は、①－Ｃ、②－
Ａ、③－Ｂ、④－Ｂでした。応
募者数は27通で全員が正解、抽
選の結果次の10人が当せんしま
した。
山田＝後藤和子（70） 八幡町

＝湊優紀美（？） 長崎＝堀合大
樹（７） 船越＝新渡戸亜耶（10）、
山�雅子（16） 田の浜＝菊地克
己（64） 織笠＝沼崎久依（４）、
今野久瑠実（13） 大沢＝関菜々
子（？） 豊間根＝佐々木忠幸
（40） 〈敬称略〉
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町民のうごき
（ 8 月 1 日～31日）

�出生……13人 �転入……36人

�死亡……16人　　�転出……33人

�人口…20,798人（今月増減なし）

男…9,983人 女…10,815人

�世帯数………………7,258世帯

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。
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【１２】

中 嶋 美
み

悠
ゆう

（豊間根・誠・女）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�
なりました�

一
歳
に�

10月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

田 村 玲
れい

來
ら

（織笠・一也・女）

佐々木剛
ごう

琉
る

（織笠・一哉・男）

福 士 尚
なお

幸
ゆき

（織笠・尚一・男）

佐藤久
く

琉
る

美
み

（織笠・一彦・女）

◆
十
月
は
イ
ベ
ン
ト
月
間
で
す
ね
。
町
民
体
育

祭
や
町
民
駅
伝
、
町
合
併
五
十
周
年
記
念
式
典

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
広
報
担
当
に

と
っ
て
は
話
題
が
抱
負
で
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を

上
げ
て
い
ま
す
。
ま
ぁ
締
め
切
り
前
に
は
本
当

の
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。

◆
山
田
湾
の
撮
影
で
霞
露
ケ
岳
に
登
り
ま
し
た
。

生
い
茂
っ
た
緑
で
湾
は
見
え
ず
、
木
に
登
っ
て

何
と
か
撮
影
。
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
最
高
で
し

た
。
し
か
し
、
帰
り
道
で
は
靴
の
底
が
は
が
れ
、

お
ま
け
に
写
真
の
出
来
は
い
ま
ひ
と
つ
。
踏
ん

だ
り
蹴け

っ
た
り
の
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

幸 和

深 田 祐
ゆ

衣
い

（飯岡・武広・女）

箱 石 　 杏
あん

（長崎・渉・女）

山 口 侑
ゆ

良
ら

（田の浜・克・女）
平 山 陽

ひな

太
た

（長崎・孝一・男）

８月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 鎌田舞

まい

花
か

（雅和・女）、白間理
り

奈
な

（敏
明・女）、鈴木纏

まとい

（淳一・女）、山�ƒ
すず

梛
な

（正
和・女）、坂本みなみ（一之・女）、芳賀みず
き（力・女）
�船越 坂本玲

たま

生
き

（忠#・女）
�織笠 篠澤麻

ま

衣
い

（利幸・女）、田村葵
あい

里
り

（一
彦・男）、上林雄

ゆう

斗
と

（善博・男）
�豊間根 中村秋

しゅう

斗
と

（通・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
藤岡大樹（川井村）・木村愛美（石峠）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 佐藤千世（86）、小島寅雄（62）、堀合
長次郎（90）
�船越 山崎ミヨ（83）、大畑勲（84）、福舘キ
クヨ（81）
�田の浜 O々木宏明（70）、東梅岩松（74）
�大浦 関口未治（79）
�織笠 佐々木芳太郎（84）、
�大沢 O々木秀吉（86）、O々木ハナエ（75）
�豊間根 齋藤キワ（87）
�荒川 山口ルリ子（78）、斎藤�右エ門（78）

小野∂苑
その

子
こ

（川向町・貢・女）

澤 田 萌
も

望
も

（長崎・憲祐・女）

山田町合併50周年記念企画展

�期間 １０月１日～１１月３０日
�時間　午前９時～午後４時半
�場所　鯨と海の科学館
※10月は山田町民の入館料無料月間で
す。この機会にぜひ鯨館へご来館く
ださい。
�問い合わせ　町教育委員会事務局文
化担当（�82－3111内線624）へ。

ザイスト市友好締結５周年記念

●オランダ料理講座
�日時　10月20日　午前10時～
�場所　町中央コミュニティセンター
�申込期限　10月14日
●オランダ・ザイスト展
�期間　10月22日～28日
�場所　鯨と海の科学館
◆申込先・問い合わせ　町教育委員会事務局国際交流担当
（�82－3111内線332）へどうぞ。


